
軽井沢町の環境がコロナ禍以前と比べて変化している
（人口増加，家屋の増加，居住地開発，森林減少など）
→ １．過去と現在で野鳥の種類は異なっている．

科 属 種 冬 春 夏 秋

アトリ シメ シメ ●

カッコウ カッコウ ホトトギス ● ● ●

カラス カラス
ハシブトガラス ● ● ● ●

ハシボソガラス ● ● ● ●

キツツキ
アカゲラ

アカゲラ ● ● ●

コゲラ ● ● ● ●

アオゲラ アオゲラ ●

シジュウカラ

シジュウカラ シジュウカラ ● ● ● ●

コガラ コガラ ●

ヤマガラ ヤマガラ ● ● ● ●

スズメ スズメ スズメ ● ● ● ●

ツバメ ツバメ ツバメ ● ●

ヒタキ

ウグイス ウグイス ● ●

オオルリ オオルリ ● ●

キビタキ キビタキ ●

コマドリ コマドリ ●

ジョウビタキ ジョウビタキ ●

ツグミ ツグミ ●

ヒヨドリ ヒヨドリ ヒヨドリ ● ● ●

ホオジロ ホオジロ

アオジ ●

クロジ ● ●

ホオジロ ●

ミヤマホオジロ ●

ムクドリ ムクドリ ムクドリ ●

モズ モズ モズ ● ●

【データ処理】
・過去６年間で，２５科４４属６０種の野鳥が観察された．
・ヒタキ科は春や夏の暖かい季節に観察された回数が多く，
多くのアトリ科は夏を除いて広く観察された．
・ハシボソガラスより，ハシブトガラスのほうが多く観察された．
・冬鳥であるツグミ，ホオジロ，ヒガラが４月～６月にも
観察された．
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図４ 軽井沢町の年度別平均気温
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図３ 長野市と軽井沢町の月別平均気温
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軽井沢町は長野県の東信地区に位置し，平
均標高は１０００ｍを超えているため年間を
通して寒冷な気温となっている．避暑地とし
ても知られる他，ヤマガラなどの留鳥やルリ
ビタキなどの渡り鳥といったように様々な野
鳥を観察できる．
また，新型コロナウイルスの影響で移入者
が増え，建設中のマンションや住宅地が目立
つようになった．軽井沢町に転入者が増え，
町の環境が変化していく中でみられる種構成
が変化したのか，季節によって見られる種が
変化するのかという疑問がわいた.
上記より，軽井沢町から消えた野鳥や滞在
期間が変化した野鳥がいるのかということを
明らかにする.

１．「軽井沢野鳥の森」を中心に軽井沢町内で野鳥を探し，
観察，撮影，鳴き声の録音を行う．

２．記録した鳴き声や写真を図鑑やインターネットの情報と
比較し，種同定を行う．

３．季節ごとに鳥の種類の変化を調査する．
４．ＮＰＯ法人「ピッキオ軽井沢」（以下「ピッキオ」）公式

サイトに掲載されているマップ上に，観察結果をプロット
する．（野鳥の鳴き声を聞いた場所，観察できた場所）

ピッキオ公式ブログを参照し，過去６年分について月毎に観察
された野鳥を種別にまとめた表を作る．

・本研究を通して，１２科２０属２５種の野鳥が観察できた．

【野鳥観察】
・見られる野鳥が春夏の暖かい時期に多いのは，餌となる
昆虫などが多くいるためであると考えられる．
・観察した中で高地や山奥に生息するヒヨドリやホオジロが見
られたのは軽井沢町の標高が高く，森林が多い地域だと考える．

【データ処理】
・４月～６月でもツグミ，ホオジロ，ヒガラなどの冬鳥が
見られるのは，軽井沢町の冷涼な気候が関係していると考える．

・今回季節ごとに観察を行ったが，精度を上げるために，
月１回の観察を行い，より正確な情報を得たい．
・生息域が変化している野鳥や観察回数が減少している野鳥の
生態と原因について調査し，経時的な変化をとらえるために
野鳥についての古い観察結果などを見つけて情報を比較
することで，当初の目的に近づけたい．

図５ 軽井沢野鳥の森でみつけた鳥の科と位置 （ＮＰＯ法人「ピッキオ」ＨＰより改変引用）

表１ 野鳥の観察結果

図1 長野県の地図

図２ 軽井沢町の地図（野鳥の森）
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【野鳥観察】

・ヒタキ科の鳥は，春から夏にかけてみられる種が多く，
ホオジロ科は，秋から冬にかけて見られる種が多い．
・野鳥は特に春と夏に多く観察でき，ともに１５種確認された．

軽井沢町に飛来する渡り鳥の滞在期間の変化と，気温
の変化は関係があるのではないか？

→ ２. 冬鳥の滞在期間がほかの地域と比べて長い．

・図３より，長野市と比較しても軽井沢町は平均気温が低く，
夏（６月～８月）は２０℃付近であることが分かる．
・図４より，冬（１２月～２月）は０℃を下回っている．
また，年ごとの気温の差はさほど変化していない．

軽井沢町では，環境の変化により見られる野鳥が変化している
と言う人がいる．
そこで実際に環境は変化しているのか，また，変化があった場

合その要因として考えられることについて調べた．

渡り鳥
食料，環境，繁殖などの
事情に応じて季節的に生
息地を変える鳥のこと．

留鳥
年間を通して同じ場所に
生息し，季節的な移動を
しない鳥のこと．

ｚ

軽井沢町

長野市


